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頭部伸長固定法の改良による

マンゾン裂頭条虫擬充尾虫頭部の観察
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(昭和61年１０月27日受領）
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第２中間宿主や待機宿主の皮下組織などから採取した

マンソン裂頭条虫（SPjγw7zct7ncγｉｎ(zＭ（Rudolphi，

1819）Faust，CampbellandKellogg，1929）の擬充尾

虫は，生理的食塩水（生食水）に浸すと，条虫類に特有

の蠕動運動を開始する．その際，溶液を微温湯にする

と，この運動は一段と強まり，殊に虫体前方付近は伸縮

を活発に繰り返す．この現象は周知のことであるが（掛

田,1962)，虫体をそのまま各種の固定液に入れると頭端

部は通常，陥没固定されるので未だ擬充尾虫頭部の形態

を詳細に観察した報告はない．

著者らは，擬充尾虫の頭部を伸長状態で固定する方法

について検討し，改良を加えた頭部伸長固定法によって

伸長した頭端付近の外部形態を光顕および走査電顕によ

って観察した．

マンソン裂頭条虫の擬充尾虫は，岡山県産シマヘビか

ら採取した．擬充尾虫は，あらかじめ生食水に浸して

頭部が備わっていることを確認したのち，頭端から約

3ｃｍの部位で切断して頭部の観察に供した．虫体は，

まず0.1％クロレトン生食水中に室温で数時間放置して

頭部の伸縮運動を封じたのち，１０％アルコール生食水に

移し替えた．この処理で，頭部は伸びたまま硬直状態に

なった．光顕で観察する虫体は，頭部が硬直後70％アル

コールで圧平固定し，Delafield，shematoxylin液で染

色した．走査電顕で観察する虫体は，硬直後2.5％グル

タールアルデハイドと１％オスミウム酸で重固定し，臨

界点乾燥後，白金パラジウムで真空蒸着して，日立ｓ－

５７０走査型電子顕微鏡によって観察した．

擬充尾虫の頭部を伸ばす目的には，扁形動物の麻酔に

有効な低温処理やアルコール，塩酸，および塩化カリウ

ム，クロレトン，メントール等の水溶液（Kaplan,1969）

を用いたが，このうち10％アルコールと0.1％クロレト

ン液が最も優れていた．そこで著者らは，この２種溶液

を用いて頭部を伸ばす方法を種々検討した．すなわち，

擬充尾虫を０．１％クロレトン生食水に浸すと，約30分後

に頭部の伸縮運動は緩'慢となり，数時間後にはその動き

が完全に停止した．しかしこの状態では頭端は陥没し

ており，固定液に移すと陥没状態で固定された．また，

虫体を直接１０％アルコール生食水に浸すと，頭部を伸ば

したまま依然として運動を持続し，固定液に移すと頭部

は収縮した．そこで，0.1％クロレトン生食水中で頭部
AUP

の動きが停止した虫体を'0%ｱﾙｺｰﾙ生食水'こ移し請
えたところ，虫体は頭部を徐々に伸ばして硬直状態とな

り，固定液に入れても頭端は陥没せず伸長状態で固定さ

れた．

上記の頭部伸長固定法によるマンソン裂頭条虫擬充

尾虫の頭部の光顕像と走査電顕像はFigs1～３に示し

た．染色標本における頭部の背・腹面からの観察では，

頭端から約３００/、までの左右両側縁がhematoxylin

に濃染し，吸溝の存在を思わせた（Fig.1)．鳥居(1983）

は，マンソン裂頭条虫擬充尾虫の伸展した頭部の切片標

本を観察し，頭端から約５００βｍの範囲に吸溝部がある

と報告しているが，著者らの観察結果もこれとほぼ一致

した．

一方，頭部の走査電顕による観察では，染色標本で

hematoxylinに濃染した所と同様の部位に，頭端付近の

両側縁が僅かに隆起した吸葉（未発達）が確認され，頭

頂には裂頭条虫類，．。ＣＭγｊｔｊｃｍｍやＤ・uogcﾉｶﾞの擬

充尾虫に存在するfrontalpit（Halvorsen，１９７０；

GustafssonandVaihela，1981）が認められた（Fig.

2)．吸葉は長径が約２５０βｍで，その後縁付近の虫体幅川崎医科大学寄生虫学教室

（５５）
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蘆旧

FigSl-3・MicrophotographsshowingtheanteｒｉｏｒｅｎｄｏｆＳＰｊγｏ加＠tγαｃｒｚ"aceノplerocercoid・

Ｆｉｇ．１．Mountedspecimen，dorso-ventralview．（Scale＝0.3ｍｍ）

Ｆｉｇ．２．SEMpicture，dorso-ventralview．（Scale＝0.1ｍｍ）

Ｆｉｇ．３．SEMpictureofapex，apicalview．（Scale＝0.1ｍｍ）

Ｂ：ｂｏｔｈｒｉｕｍ，ＢＤ：ｂｏｔｈｒｉｄｉｕｍ，ＦＰ：frontalpit．

径は約１８０βｍであった．

頭端を頂上から観察すると，背面と腹面がそれぞれ弧

状に浅く落ち込んだＸ字状を呈し，この部位が吸溝と思

われた．また，頭頂には上記のfrontalpit（直径約８

’、）が明瞭に認められた（Fig.３)．frontalpit周辺の

微小毛は，やや太くて短く，その形状は頭部の他の部位

のそれとは若干相違していた．ＹａｍａｎｅｅｔａＬ（1974）

は，マンソソ裂頭条虫擬充尾虫の頭部の走査電顕像を示

しているが，その頭部は溝状に陥没しており，吸溝や吸

葉およびfrontalpitなどは見えていない．また，鳥居

ら（1985）は擬充尾虫の神経細胞の観察で，神経節と

frontalpitとの関連を述べているが，伸長状態におけ

る擬充尾虫頭部の内部形態についてはこの固定法によっ

てさらに検討したい．

本論文の要旨は，第421m日本寄生虫学会西日本支部大
会で発表した．
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まとめ

数種類の薬品を用いて，マンソン裂頭条虫擬充尾虫の

頭部を伸長状態で固定する方法を検討し，伸長した頭部

の外部形態を光顕と走査電顕によって観察した．

擬充尾虫の頭部を伸長させるには，虫体を0.1％クロ

レトン生食水に数時間浸漬したのち，１０％アルコール生

食水に移す方法が有効であった．

擬充尾虫の頭部には，吸溝および吸葉（未発達）が認

められ，頭頂にはfrontalpitが存在した．frontalpit

周辺の微小毛の形状は，頭部の他の部位のそれとは相違

していた．

（５６）
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MORPHOLOGICAL STUDY ON THE HEAD OF SPIROMETRA ERINACEI

PLEROCERCOID BY AN IMPROVED STRETCHING FIXATION TECHNIQUE

TETSUYA OKINO AND RYO HATSUSHIKA

(Department ofParasitology, Kawasaki Medical School, Kurashiki City 701-01, Japan)

An improved fixation technique for maintaining the plerocercoid head of Spirometra erinacei

(Rudolphi, 1819) Faust, Campbell and Kellogg, 1929 in the stretched state using aqueous chemical solu

tions was worked out, and the external morphology of well-stretched head was studied with a light micro

scope and a scanning electron microscope.

The head stretching technique for the plerocercoid was effective when specimen was placed in 10%

alcohol Ringer solution after soaking several hours in 0.1% chloretone Ringer solution.

In the plerocercoid head, the bothria and bothridia were clearly recognized on the dorsoventral

surfaces, and a frontal pit was found on the top region. The morphological features of microtriches

around the frontal pit were quite different from those of another part of the head surface.
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